
集計上の分類業種
具体的な業種

（産業分類細分類相当） 組合等及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）

パ ン
人員不足感が強い。新規に募集をしても集まらないことが多く退職者の補充もうまくできず
に縮小を検討している会社や、新規に採用者を確保できない会社が多いようだ。

酒 造

令和５年12月の清酒課税移出数量の特定名称酒は対前年比96.73％と上回った。内訳は吟醸
酒98.70％、純米吟醸90.60％、純米酒95.84％、本醸酒94.19％となった。特定名称酒以外の
普通酒は対前年比61.12％と下回り、合計で対前年比91.70％と前年を下回る結果となった。

ひ も の

巷では「訪日観光客が増加～」のニュースを耳にする機会が増えたが、干物は国内向け売上
が多いため売上増加とはいかず厳しい状況が続いている。昨年来の諸物価値上がりに対処す
べく数度に分けて製品値上げを実施した組合員がいるが利益確保に結び付かず苦しい状況が
続いている。これは、以前にも記したが原料の魚が不漁で高い値段で購入しなければならな
いことが主な原因と考えている。品質の良い魚が安価で大量に流通する時期が来ることを期
待して止まない。

牛 乳
令和５年８月に原料の値上げがあり、牛乳の販売価格も上昇した。販売数量がまだ落ちたま
まだが、数量減も２％減まで戻ってきた。

木材・木製品 家 具

家具の業界紙のアンケートを分析すると、2023年に業績悪化したとの回答が６割。底入れを
期待し、2024年の市場見通しは、改善が52％。景気回復期は富裕層が先行する、高級家具注
文家具への期待がある。一方、物価上昇が止まらず節約志向になるとの見方、賃金はそれほ
ど上がらないとの現実的な見方がある。当組合では、新しい顧客開発と知名度向上を期し
て、組合主催展示会「第２回よこはま匠フェスティバル」開催を決定し定着化を図る。組合
員の販売活動を後押ししている。

製 本

仕事量は昨年と同じか少し減少している様に思えるが廃業している同業も多く、会社単位で
みると例年並か少し多い。しかし製造コストの高騰は続き、収益性は悪化している。組合活
動としては４年ぶりに新年会を行った。

印 刷

日本製紙連合会はこのほど、「2023年12月 紙・板紙需給速報」を発表した。紙･板紙の国内
出荷は前年同月比6.5％減、16ヶ月連続のマイナス。グラフィック用紙は14.0％減、23ヶ月
連続のマイナス。パッケージング用紙は2.9％減、15ヶ月連続のマイナス。主要品種はマイ
ナス。紙･板紙の在庫は前月比64千トン減、２ヶ月連続の減少。グラフィック用紙は17千ト
ン減、パッケージング用紙は32千トン減、衛生用紙は15千トン減、いずれも２ヶ月連続の減
少。グラフィック用紙では、塗工紙と情報用紙が減少。パッケージング用紙では、段ボール
原紙が減少。

化学・ゴム 石 油 製 品

組合員から、「主要原料以外の価格上昇が続き、売価引き上げが後手。原材料費や荷造運賃
等の値上げ分の転嫁が課題。採用活動は売り手市場の進展により新卒及び中途も採用困
難。」との情報が寄せられた。また、他の組合員は、「一部主要製品については、客先の需
要回復の兆しが見られるものの、全体としては出荷量が落ち込んでいる。年末年始にかけて
為替も円高方向に動きを見せたが、能登半島地震の影響も有り、円安が続いており、輸入ビ
ジネスは好調とは言えない。」と述べていた。

窯業・土石製品 砕 石
生コンクリートの出荷は地域差があるものの減少しており、骨材の出荷も減少している。

工 業 塗 装

前年同月は半導体不足等により受注が極端に少なかった。昨年後半から状況が改善され、ま
た防衛費の増額により受注は増加に転じている。

工 業 団 地

操業を反映する１月の共同受電使用量は前月比-0.32%（前年同月比-８%）と微減。前月比微
減の要因は、大口先が機械の故障等により延べ５日間生産ラインをストップしたため。特別
高圧電者に対して神奈川県の給付金支給、三期申請（10月分～12月分）を団地内企業28社中
17社が申請した。県の担当者より四期（１月分～３月分）も実施予定であると連絡があっ
た。

工 業 団 地

業界の景況、収益状況については、悪化はしていない。但し、高操業の中、労働者の不足感
は強い。また、さまざまなコストの増加により収益は操業度に比べ大きくは伸びていない。

工 業 団 地

価格転嫁も進んでいるが人件費、資材価格、原料価格上昇が続き収益的には減少が続く。資
材の流通にも問題が多く発生し、客先のラインが度々止まる等の影響が大きく、受注が安定
しない。

金 属 製 品

１月度も変わらず仕事量の上向きが見られない。価格転嫁も厳しい状況であり、新年度の昇
給も厳しい。このままでは人材確保も危ない状況。

輸送機器 船 舶 製 造 ・ 修 理

専門家によると、24年の経済見通しは内需主導により緩やかに回復も、世界経済の減速が下
押しとなる。個人消費は、賃上げによる実質賃金の改善で回復傾向に成ると見られる。設備
投資は、人手不足、DX、脱炭素化やサプライチェーンの見直し等への対応から旺盛な需要が
有るが、こちらも世界経済の減速で下押し圧力が有る。他方で輸出も同様な理由から鈍化の
見通し。地政学的リスクや中国経済の鈍化、金融政策の動向と未確定要素が多々あり、災害
も重なり先の見通しは不透明。

工業中心の複合業種
大きな変化なし。安定している企業は少なく、どこも業種に関係なく、受注増と受注減を繰
り返している。明るい兆しは見えてこない。

工業中心の複合業種

半導体製造装置関連・自動車の需要が思うように伸びず、中国経済の先行き不透明感、ウク
ライナ・中東情勢などにより、設備投資の先送りが懸念される。
・価格転嫁が進み、中間在庫の整理もつき、実需に見合った動きになっていて、24年早期に
回復が期待される。
・人材不足や人件費高騰に対しては自動化・効率化・環境対応などの新たな需要が期待で
き、賃金上昇に繋がれば24年下期には景気高揚が期待される。

鉄鋼・金属

その他の製造業

情報連絡一覧票（１月）
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印刷
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情報連絡一覧票（１月）

菓 子 卸

売上は戻りつつあるようだが、コロナ禍以前にまでは回復していないようだ。話題になって
いるのは経費の増加とコロナとインフルエンザの感染者の増加により業務に支障が出ている
ことだ。

卸 団 地

売上については前年同月比で増加となったが、新型コロナ禍以前（４年前）と比較した場
合、依然減収している状況。（一部企業では４年前比増収となっている）取扱い商品・販売
ターゲットによって業績格差が顕著に表れている。アフターコロナによる世界的な需要増と
ロシアのウクライナ軍事侵攻等による原油高、半導体不足・小麦不足等によって、海外調達
遅延、仕入価格上昇、物流経費増加によって変動費が上昇し、収益悪化が表れている。現時
点では材料等仕入れ価格の上昇、電気料と物流経費増加分を販売価格に一部転嫁実現できた
企業もあるが依然中小企業の大半が転嫁することが厳しい状況。（売上先により格差があ
る。）物価高騰の変動費上昇分を売上転嫁できるか否か、特に中小企業の事業継続の鍵を握
るものと思慮。

リ サ イ ク ル

【新聞古紙】
欧州品の停滞を受けて東南アジアのメーカーから日本品への需要が高まっており、これまで
弱含んでいた価格は上昇傾向へと転じている。
【雑誌古紙】
輸出玉がタイトな状況が続いているが、横ばいで価格推移している。上値は重く、段ボール
古紙や新聞古紙のような欧州品停滞による価格上昇は見られない。
【段古紙】
ベトナム向けを中心に12月中頃より価格が急上昇している。欧州―アジア航路の要衝である
スエズ運河において、武装組織による商船への攻撃や拿捕が相次ぎ、コンテナ船を運航する
各社はアフリカ南端の喜望峰経由の迂回ルートへ切り替えている。その為、欧州古紙の大幅
な遅延が生じるとともに、一部船社で古紙貨物引き受け停止や大幅な海上運賃の値上げの動
きがあった模様。結果、欧州品への依存度が高い東南アジアのメーカーから船足が短い日本
品への需要が強まり、価格上昇へと繋がった。

リ サ イ ク ル

古紙市況は昨年、国内の製紙生産量減少傾向に伴い、古紙回収・消費は年間を通じて減少基
調であった。アジア向けを中心とする海外輸出向けは前年に比べて昨年は増加基調であった
ため、本年においても国内の需要面が課題である。鉄スクラップ市況は海外市場の指標とな
るトルコ向けは昨年好調であったが年明け小幅ながら軟化している。国内市場については国
内需要に増加傾向が見られるが、供給面についてみると問屋への入荷減少に伴い、在庫も低
水準となっているため様子見ムードとなっている。アルミ市況は、先行き不透明な自動車業
界の動きは横ばいムード。古繊維市況については、アジア向けの輸出が年明け以降も円安ド
ル高がプラス材料となり好調である。

機 械 器 具

特に大きな要因は不明だが、全体的に沈滞ムードである。社員の退職が多く、人材不足に悩
まされる企業も多くなってきた。物流問題で、今後は送料も高くなるのではと懸念。賃上げ
圧力が経営を圧迫しつつある。

菓 子 お客様の動向が良。

新 聞 販 売 組合員の減少に歯止めがかからず存続の危機である。

化 粧 品
メーカーの輸出向けの売上が落ち込んでいて、その影響で我々組合への協力度も厳しいもの
がある。

電 化 製 品

１月は家電業界賀詞交歓会等行事が多く落ち着かないところだが、暖房器具としてのエアコ
ンの便利な点が認知されてきているのか動きがよかったです。また防犯関係の関心が高く防
犯カメラ、玄関テレビドアホン等の問合せが多数あった。

青 果
今月は暖冬のため野菜の生育も順調で、価格も落ち着いていた。また暮れから正月にかけて
の需要が納まったため売上も例年通り低水準で移行し厳しい状況であった。

青 果

１月は天候もよく暖冬の影響で入荷は、大型野菜中心に生育順調で入荷状況は比較的安定し
ていたが、輸送コストの上昇及び農業資材の高騰があり、相場は平均高値であり、小売販売
においては、粗利率の低下を招き、厳しい状況の展開であった。輸入品については引き続き
品薄、高値の状況であった。総体的には、当組合の取扱量前年比94%・取扱高前年比92%で
あった。景気の回復に期待したい。

鮮 魚 依然、入荷量が少ない。

燃 料

1月前半の元売り仕切り価格は、50銭／Ｌ減少し、併せて激変緩和補助金も1.2円／Ｌ減少し
併せて、1.7円／Ｌ仕切り価格が下がった。また、1月18日から24日までの状況は、元売りコ
ストが1円／Ｌ上昇したが、激変緩和補助金が、1.3円／Ｌ減少し、前週比では30銭／Ｌの下
落となった。さらに、１月25日からは、元売りコストが1円／Ｌ上昇し、激変緩和補助金は
1.9円減少、実質価格は90銭／Ｌ値下げとなってきている。その結果、エネオス・出光興
産・コスモ石油とも仕切り方針はいずれも、前週比リッター当たり30銭の下げとなり仕切り
価格は3社とも、仕切り価格はおおよそ151.7円／Ｌ（税込み）となってきている。しかしな
がら、過当競争は継続されている中で、売り上げの減少は続いており、資金繰りにも大きな
影響をもたらしている状況である。（前年比97％から98％程度の売り上げ状況）神奈川県の
ガソリン平均価格は1月17日現在で､172.4円である。（情報センター公表）

共 同 店 舗 コロナが５類に変わり空店舗がなくなり収入が安定した。

タ イ ヤ 販 売

原材料高騰による仕入価格の高騰で売り上げは増えているものの販売本数は横ばいか減少し
ている為、利益は増えていない。作業工賃などのサービス部分を値上げしないと賃金上昇に
結び付かない事業所が多い。暖冬の影響か1月に入ってからも気温が高い為、スタッドレス
タイヤの販売需要が不安である。年内に降雪・または降雪予報があるかどうかで売り上げが
大きく変わる業界なので暖冬という予報に不安が多い。コロナの影響で滞っていたアクティ
ビティが今後増加されることにより、需要が増えることを今後期待したい。２月４日に当組
合の賀詞交歓会も４年ぶりに開催された。時代にあった組合運営をおこない、組合員を増や
していきたい。
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卸売業

小売業
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情報連絡一覧票（１月）

川 崎 市

新年になり天候は安定しているが、暖冬傾向が続きセールへの反応も薄い状況だ。物販店の
中でも買い回り品のお店がかなり少なくなっているので売上状況を調べるのが難しくなって
きている。また、１月から「電子帳簿保存法」が施行したが組合店舗が十分に理解されてい
るか不安がある。

横 浜 市

人件費・コストの上昇を販売価格に転嫁できないでいる。物価上昇に見合った賃金の上昇と
世間では騒いでいるが中小企業は賃上げは苦しい状況だ。中小企業で働く人がますます居つ
かなくなり困っている。

藤 沢 市

全体の半数店舗は前年売上を超えていて、その殆どの店舗がキャッシュレス対応をしてい
る。２月下旬から、藤沢市の paypay 自治体キャンペーンが始まるため、集客に期待してい
る。反面、キャッシュレス未対応の店舗の売上は芳しくない。未導入店舗の言い分は、手数
料負担、（高齢オーナーの）オペレーション不得手や面倒、資金繰り等である。日常的に購
入する店舗（生鮮食品や加工食品）での未導入が多く、相対的に商店街全体への来店頻度の
減少、売上低迷に繋がっている。

温 泉 旅 館 ・ ホ テ ル

１月もインバウンド客が多く平日も安定した集客であった。欧米客を韓国人・中国人客が上
回る結果となった。

建 物
賃金単価・資材費高騰の中、請負単価の値上げができていない。

フィナンシャルプランナー

４月から来年度を迎えるが、2024年度はいままでの種々のコロナからの影響を脱し、新しい
活動の起点としたい。そのための業務計画を検討していく。

情 報 サ ー ビ ス 業
・前年同月と比べると売上高、収益とも縮小した。
・技術者不足が継続中。

建 設 設 計

建築業界では、2024年度問題の一つである人手不足が顕著になり、労働時間の制約と重なり
仕事の受注を制限するゼネコンが増えていくと思われる。設計業界では、設備設計事務所が
少なく依頼できるか不透明で入札に支障をきたしている。小規模な改修計画は随時公表され
ている。

柔 道 整 復 師

年明け早々の１日、石川県にて震度７の地震発生、自民党の裏金問題、日航機と海保機の衝
突、など、次々に災害が発生し、国民の不安が大きくなってきている。また、年末から年始
にかけてかなりの人が移動したために、インフルエンザ、コロナも罹患者が増えた。これら
周囲の環境の変化でやはり患者数の増減にも影響がでる。一部中小企業の景況感改善がみえ
てきているところもあるが、健康保険や介護保険に関連する事業者は依然として経営が厳し
い状況となっている。また、当初予定されていたマイナンバーカードリーダーの我が業界へ
の導入がさらに遅れる気配を呈してきた。マイナンバーカードのみを持ってこられる方も
徐々にでてきている環境の中で、これらを使用することができないということはとりもなお
さず時代に乗り遅れてしまっていると言わざるを得ない状況である。対前年同月比で10月施
術分の療養費総請求額は、97.2％であった。

警 備 業
引き合いは増えているがそれに対応する人材が不足している状況だ。お客様も警備員を確保
するのにこちらの要望に耳を傾けるようになった。

管 工 事

業界として、能登半島地震による被災地への支援隊の派遣など大きな出来事に直面し、ライ
フラインの早期の復旧に向け応急作業に取り掛かっている。業界における景況は、未だに材
料の値上げが続いていて、３月若しくは４月にさらに15％以上の価格高騰とメーカーから
伺っている。民間投資は今一つ、公共工事も工事の平準化の取り組みとしての端境期に向け
た発注を控えていることからか、１月は発注件数も民間同様今一つであった。

電 気 工 事

・人材不足による工程管理不行きによるしわ寄せ。
・ホワイトカラーの企業ばかりに目を向けるのではなく、ブルーカラーの企業にも目を向け
てほしい。
・建設業が悪いイメージが付いてしまっているので、そのあたりを変えてもらえるような検
討をしてもらいたい。
・ケーブルが入手困難。

空 調 設 備 工 事
県内の大型現場は少ない。工場などの改修工事は多くある。４月からの働き方改革が今後、
仕事に対して影響するのかが大きな問題だ。

畳 工 事

寒さの影響で仕事が減。石川県能登地方を襲った能登半島地震の影響もあり、心理的に畳替
えをするような状況じゃないのか。畳材料もかなり残。組合通しの材料購買も伸びていない
現状である。イグサの植え付けも終わり質の良いイグサができることに期待。

建設業

非
　
　
製
　
　
造
　
　
業

サービス業

商店街
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集計上の分類業種
具体的な業種

（産業分類細分類相当） 組合等及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）

情報連絡一覧票（１月）

道 路 貨 物

各社運賃の値上げ交渉を行っているが、郵便事業会社などは公取の指導により交渉には応じ
てくれるようになったが、原価については考慮されず１運行１００円の値上げしか認めて貰
えなかったとの話も聞かれた。また　コロナ禍で輸入部品が欠品となって以降、自動車業界
全体が厳しく、上向いていないとの声も多い。全体物量は増えてきたが、運転手が不足して
おり、車はあるが運転手がいないため対応が出来ないということも多くなってきた。小規模
の事業者は少ない運転手で対応しているが、４月以降は時間外の規制が強化されるため、
益々厳しい状況となることが予想される。荷待ち時間減少等の指導も必要であるが、原価に
見合った運賃ＵＰが急務である。標準的な運賃を作成してもタクシーやバスのように下限運
賃についての強制力はないため、荷主に理解して貰えないといった声が大半である。

道 路 貨 物

地場輸送　　　前年同月比　＋ 2.0％
長距離輸送　　　〃　　　  ＋ 2.0％
重量品輸送　　　〃　　　　＋ 1.0％
海上ｺﾝﾃﾅ輸送　　〃　　　  △ 1.5％
依然として、燃料価格の高止まりが経営を圧迫しておるところ、４月からのドライバー時間
外労働時間上限規制に対応すべく運賃の上げ交渉をしているが進捗は遅く、人材確保は難し
い状況である。

タ ク シ ー

東京、神奈川のタクシーは企業によるライドシェアが本年４月からスタートする。また、６
月頃ライドシェア新法が整備されればタクシー業にとって大打撃を受け生活困窮者が多数出
る可能性が大だ。ライドシェアには大反対である。

歯 科 技 工

前年の積み残しもあり受注量は増加し、製作物の値上げもあり収益状況、資金繰り、業界の
景況は好転した。元旦に能登半島地震が発生した。今のところは歯科医療従事者、歯科企業
関係者での人的被害は出ていないと聞いているが、歯科医院や社屋、家屋の被害は多く、震
源地から離れたところでも地盤の液状化に伴う被害も多い。

不 動 産

不動産業界、特に賃貸においていわゆる繁忙期であるが、企業のコスト削減のためか、人事
異動が少ないと感じる。相変わらずコロナの影響による破産・減収で賃料の滞納・未収が後
を絶たない。

質 屋

例年、質屋ではお客様が金銭的に苦しいときに、質物をお預りして、ご融資し、余裕が出来
てきた時に返済していただいている。昨年暮れから金銭的に苦しい時期に入ったお客様が、
例年に比べて多くなり、その傾向は今年に入ってからも続いている。返済は３ヶ月後なの
で、今月の売上高には未だ反映していない。また返済できなかった時に、お預かりした質物
を売却処分するのだが、それも金価格の上昇で高値での処分が出来、売上高上昇に貢献して
いる。

集計上の分類業種 具体的な業種 行政庁・中央会に対する要望事項、または関心のある事項、意見等

食料品 パ ン

全国的なドライバー不足の影響が出てきている。賃金を上げないと雇用が確保できないし、
新規の雇用難の問題もあり人材確保が一層苦しくなるので対応を検討してほしい。

鉄鋼・金属 工 業 団 地
安定受注が難しい現状を踏まえて雇用調整助成金等を貰いやすい制度として再スタートして
欲しい。

その他の製造業 工業中心の複合業種

・原材料、石油価格高騰への対策を講じて欲しい。
・中小企業での賃金引上げに向けた支援策を講じて欲しい。

卸売業 卸 団 地

・物流費・光熱費等の仕入れコスト上昇に対する支援を引き続き、継続的に長期的かつ幅広
に対応を願いたい。
・インボイス制度導入（国税庁）、電子帳簿保存法改正対応（国税庁）、道路交通法改正に
よる全業種運転者のアルコールチェック義務化（警察庁）等行政による生産性の乏しい事業
者管理業務のみを強化している感が否めない。それによる事業者コストをよく考え、必要以
上の締め付けに対しては、緩和できる柔軟性を求めたい。例）インボイス→軽減税率の廃
止・消費税率統一、アルコールチェック→業種制限を設定、電子帳簿保存→紙保存、データ
保存の選択制も可とする。等

小売業 共 同 店 舗 新しく客の流れができる大型な開発！人が来ないので。

建設業 電 気 工 事

働き方改革によって時間外労働の削減に伴う給料の低下を補うために人員単価を上げてもら
いたいが下請けまで価格改定が進んでいない。国が求めるような給料ベースアップに届かな
い。しっかりと今の時代に合う適正価格を発注者が理解してもらえるような体制を作っても
らいたい。

運輸業 タ ク シ ー

個人タクシー事業者のほとんどが営業収入は一千万円以下だが、インボイス制度が始まりほ
とんどの事業者が取引上、課税事業者として消費税の申告が必要となった。激変緩和措置と
して三年間は運輸業における“みなし仕入率”が50％から20％に引き下げられたが、本来な
ら申告しなくてよい消費税を納付するのだから、四年目以降もみなし仕入率”の引き下げを
考えていただきたい。

運輸業

その他の非製造業

行政庁・中央会に対する要望事項

非
　
　
製
　
　
造
　
　
業
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本調査は、神奈川県中央会が委嘱した情報連絡員の役職員７４名による調査結果です。調

査対象は、情報連絡員は所属する組合の組合員「全業種」の景況（前年度同月比）です。

中小企業団体景況グラフ（全業種の主要項目）
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-1.4 % 2.2 % 28.4 % 0.0 % -24.3 % -20.3 % 4.8 % -31.1 % -21.6 %

19.0 % 14.3 % 47.6 % 0.0 % -23.8 % -19.0 % 4.8 % -14.3 % 0.0 %

-9.4 % -8.0 % 20.8 % 0.0 % -24.5 % -20.8 % % -37.7 % -30.2 %

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況

晴れ

30以上 10～30未満 10未満～△10 △10未満～△30未満

快晴

🌞 🌤 ☁ ☂

非製造業

天気図の見方・・・・・・各景況項目について「増加」（または「好転」）業種割合から「減

少」（または「悪化」）業種割合を引いた値（KJI）をもとに作成。その基準は次の通りであ

る。ただし、在庫数量はKJI値プラスの時には雨、マイナスの場合には晴れの方向に著した。KJI

とは、「神奈川県情報連絡員調査指数」の略である。

☁ ☁ 🌤 ☁ ☂ ☂ ☁ ☃

☁ ☁ 🌤 ☁

☁ ☂ ☁

全体

製造業

景　況　天　気　図（前年比）

（2024年１月）

☂

🌤 ☂ 🌞 ☁ ☂ ☂

資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

神奈川県中小企業団体中央会

☂ ☂ - ☃ ☃

雪雨くもり

△30以上

☃
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１２月の中小企業月次景況調査 
〔令和５年１２月末現在〕 

 

 

 
４ 

 

 

 

本調査は、都道府県中央会に設置されている情報連絡員〔中 

小企業の組合(協同組合、商工組合等)の役職員約２，６００ 

名に委嘱〕による調査結果です。 

調査の対象は、情報連絡員が所属する組合の組合員の全体的な

景況(前年同月比)です。 

 

 

 

 

 
 

 （本発表資料のお問い合わせ先） 

  全国中小企業団体中央会 

  担当：政策推進部 

  ＴＥＬ ０３－３５２３－４９０２ 

  https://www.chuokai.or.jp 
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図１．前年同月比ＤＩの推移

景況 売上高 収益状況

【主要３指標】
景況：－１９．１、売上高：－０．８、収益状況：－１８．０

R3年10月
岸田政権発足
（景況DI：-27.9）

28年4月
熊本地震
（景況DI：-29.7）

R2年9月
菅政権発足
（景況DI：-61.7）

R元年10月
消費税増税
軽減税率制度開始
（景況DI：-34.1）

R2年4月
緊急事態宣言
（景況DI：-72.9）

◎１２月のＤＩは多くの指標で前月比低下。 

○暖冬の影響で冬物衣料や燃料の販売が低調となる等、個人消費も弱含んだ

ことから、多くの業種で景況感が低下。 

○人手不足・人材確保の問題やそれに伴う人件費の上昇が、依然として多く

の業種で収益力の足かせとなっている。 

○また、１０月から開始したインボイス制度については、その対応に苦慮 

する事業者からの声が多数寄せられている。 

全国中小企業団体中央会
National Federation of Small Business Associations 

令 和 ６ 年 １ 月 ２ ５ 日 発 表 

 ※DIとは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、好転（増加・上昇）したとする割合から、 
悪化（減少・低下）したとする割合を差し引いた値です。 
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１２月の調査結果のＤＩ概況 

【指標ＤＩの動向とポイント】 
1. １２月のＤＩは多くの指標で前月比低下。主要３指標は、景況が０．３ポイント 

低下、売上高が０．２ポイント低下、収益状況が１．１ポイント上昇した。 

2. 主要３指標以外では、販売価格のＤＩが１．２ポイント低下した。 

3. 暖冬の影響で冬物衣料や燃料の販売が低調となる等、個人消費も弱含んだことから 

多くの業種で景況感が低下。 

 

全指標の前年同月比ＤＩの推移（直近１年間） 
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景況

売上高

収益状況

販売価格

取引条件

資金繰り

設備操業度

雇用人員

在庫数量

図２

R4 R5

1２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 前月比

景      況 -21.5 -25.2 -22.7 -17.2 -17.1 -14.7 -14.9 -16.6 -20.5 -20.4 -19.2 -18.8 -19.1 -0.3

売 上 高 -0.8 -6.8 0.4 9.0 2.7 1.4 2.3 3.6 -1.6 -2.1 0.7 -0.6 -0.8 -0.2

収益状況 -29.2 -33.2 -29.1 -22.7 -23.1 -21.6 -20.5 -22.6 -25.3 -25.0 -20.3 -19.1 -18.0 1.1

販売価格 33.0 29.9 30.9 30.5 32.4 31.9 33.2 33.8 31.5 30.7 30.6 31.4 30.2 -1.2

取引条件 -11.0 -12.2 -12.4 -9.5 -8.0 -6.9 -7.0 -7.0 -7.6 -8.6 -7.9 -6.7 -6.7 0.0

資金繰り -15.6 -18.8 -16.6 -15.1 -14.0 -13.3 -13.0 -13.7 -15.0 -14.6 -13.7 -12.4 -12.9 -0.5

設備操業度 -2.6 -8.5 -7.8 -5.0 -9.4 -9.2 -7.7 -9.0 -13.2 -10.3 -9.0 -10.1 -10.8 -0.7

雇用人員 -9.4 -10.4 -10.5 -9.5 -8.9 -9.7 -8.3 -9.5 -10.1 -10.5 -10.4 -9.8 -10.7 -0.9

在庫数量 -1.5 -3.1 -3.4 -1.8 -2.2 0.4 0.8 -1.1 -3.2 -3.5 -3.7 -1.0 -3.2 -2.2

表１
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【情報連絡員報告から総括する景況調査のＰＯＩＮＴ】 

1. 原材料価格、電力・ガス等エネルギー価格の高騰に加え、労務費の上昇 

による収益悪化に苦慮しているコメントが、引き続き多数寄せられた。 

2. 人手不足・人材確保の問題についても、全ての業種から引き続き数多く 

報告されている。 

3. また、１０月から開始したインボイス制度については、その対応に苦慮 

する事業者からの声が多数寄せられている。 

《主な報告内容》 

◇原材料価格、エネルギー価格高騰、労務費上昇に対する価格転嫁への対応等 
・資材高騰、人件費高騰、燃料費等の諸経費高騰の現状に対して、価格転嫁が進まないと給与や労働時

間等の待遇面の改善が進まず、人材不足は一層深刻化することが懸念される。諸官庁の工事発注にお

いて、現状に合った資材費、労務費、現場経費、一般管理費をタイムリーに（改定の頻度を上げてい

ただく）採用いただきたい。（北海道/電気工事） 

・12 月の売上高は前年同月比で増加した。特に燃料の共同購入の利用量が通期で最大となり、１社あた

り１割程度増加した。また、運賃については価格交渉に取り組んでおり、安すぎる場合は断ることに

より、多少は増加となっている。（秋田県/運輸業） 

・平均で 10～20％程度の値上げを行っている事業所が多いものの、原材料費も同額またはそれ以上に値

上がりしていて、利益ベースとしては少し圧迫されている傾向にある。なかなか大幅な値上げを受け

入れてくれるクライアントも少ないので、そこ辺りは粘り強く交渉していくことが必要かと思う。

（宮崎県/印刷・同関連業） 

 

◇人手不足、人材確保の問題に対する経営への影響 
・資材価格の高騰と人手不足が深刻である。人手不足においては今年度、組合員 2 社が後継者不足と適

切な人員配置が行えず退会を余儀なくされた。また、働き方改革により残業代が増えるか人員の増員

を図らねばならず経営を圧迫している。（埼玉県/鉄骨工事業） 

・繁忙期入りし、広幅織物では衣料用・資材関連織物ともに引き続き景況は改善している。原材料価格

や燃料・光熱費も落ち着いており、採算は改善している。但し、人手不足は相変わらず深刻で外国人

実習生頼みと言える。技能実習生の制度改革がどうなるか不安を抱えながら注視している。 

（愛知県/綿織物） 

・人手不足を少しでも埋めようと技能実習生を採用しようという動きが増えてきている。受注量に対し 

て人手が不足してきており、追加の仕事を受けられないという深刻な現状である。 

（和歌山県/金属製品製造業） 

 
◇インボイス制度に関する事業者の声 
・一人親方（個人事業主）は免税事業者が多く、インボイス制度が始まったことで、「課税事業者にな

らなければ仕事を切られる」といった話を耳にする。(山梨県/型枠大工工事業) 

・インボイス制度が導入された今年度、後継者がないところが、合計４社廃業となった。小規模の事業

所が事業を続けていくのが大変難しくなっている。（滋賀県/めん類製造業） 

・顧客の節約志向の影響で持込み点数が減少しており、インボイス制度で非課税事業者は大口顧客を失

っている。資材費などは値上がり傾向にもかかわらず、価格改定を度々行うのは難しく、価格転嫁は

それほど行えていない状況である。（高知県/普通洗濯業） 

・インボイス制度開始に伴い、組合員の高齢化（事業承継問題）も相俟って、脱退者が増加している。

高齢者ほどインボイス制度への対応が困難な様子である。（熊本県/鮮魚小売業） 

 

 

※ 後述の「Ｐｉｃｋ ｕｐ！」ならびに「情報連絡員からの報告（要旨）」等も参照。 



4 

 

１．景 況 

 
 

表２．業種別【景 況】ＤＩの推移（前年同月比） 

 

 
 

Ｐｉｃｋ ｕｐ！ 

「その他の製造業」：イベントの開催等による人流の回復により、個人消費者向けの売上が増加 

したことによって景況ＤＩは▲12.5と、前月比14.9ポイント上昇。 

「鉄鋼・金属」：鋼材関連の荷動きが悪く、受注状況も低迷したことから景況ＤＩは▲29.7と 

前月比6.7ポイント低下。  

                                                                                                                                    

前月 当月 増減
▲ 18.8 ▲ 19.1 ▲ 0.3 悪化 ↘

製造業 ▲ 25.9 ▲ 24.9 1.0 上昇 ↗
非製造業 ▲ 13.4 ▲ 14.7 ▲ 1.3 悪化 ↘

全体

DIが大きく上昇した業種

DIが大きく悪化した業種

傾向

10ポイント超 なし

5～10ポイント 繊維工業、鉄鋼・金属、サービス業、建設業

10ポイント超 その他の製造業

5～10ポイント 食料品、輸送機器、その他の非製造業

業     種     名 4/12 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 前月比

全　       　　体 -21.5 -25.2 -22.7 -17.2 -17.1 -14.7 -14.9 -16.6 -20.5 -20.4 -19.2 -18.8 -19.1 -0.3

製     造　   業 -25.6 -30.0 -29.4 -26.5 -27.8 -23.9 -23.7 -24.5 -29.6 -27.6 -26.6 -25.9 -24.9 1.0

食 料 品 -26.9 -33.2 -25.1 -18.1 -14.8 -12.3 -19.7 -17.9 -21.5 -18.7 -16.5 -20.2 -11.3 8.9

繊 維 工 業 -22.8 -21.1 -23.2 -16.0 -18.6 -9.0 -16.8 -22.6 -26.1 -24.8 -29.2 -26.7 -32.5 -5.8

木 材 ・ 木 製 品 -44.6 -49.6 -49.6 -52.2 -62.5 -59.1 -55.3 -52.3 -58.2 -52.7 -51.3 -50.5 -48.6 1.9

紙 ・ 紙 加 工 品 -28.0 -28.0 -54.2 -44.0 -57.1 -17.4 -47.8 -47.9 -52.0 -54.1 -45.9 -36.0 -32.0 4.0

印 刷 -34.4 -47.7 -46.0 -30.6 -32.8 -35.6 -33.3 -39.6 -42.1 -41.0 -35.7 -29.8 -31.5 -1.7

化 学 ・ ゴ ム -21.5 -34.6 -31.1 -28.5 -29.6 -28.6 -21.5 -28.5 -25.0 -32.2 -21.5 -21.5 -17.9 3.6

窯 業 ・ 土 石 製 品 -38.7 -39.4 -41.5 -34.6 -35.6 -33.8 -38.2 -35.9 -41.1 -38.0 -34.0 -31.3 -34.3 -3.0

鉄 鋼 ・ 金 属 -13.5 -19.0 -19.7 -24.8 -30.0 -25.2 -14.2 -13.7 -21.8 -23.3 -21.0 -23.0 -29.7 -6.7

一 般 機 器 -18.3 -22.9 -22.3 -20.9 -18.5 -17.3 -5.8 -1.9 -19.8 -14.7 -17.0 -12.6 -15.9 -3.3

電 気 機 器 -8.0 0.0 -4.0 -15.4 -3.6 -10.7 -6.9 -25.0 -28.6 -21.4 -28.6 -21.4 -20.7 0.7

輸 送 機 器 0.0 -15.4 2.4 -14.3 -11.3 2.3 0.0 -2.3 -2.3 4.6 2.2 -2.4 4.5 6.9

そ の 他 の 製 造 業 -20.0 -17.4 -27.5 -21.1 -23.5 -25.5 -17.7 -25.5 -19.6 -26.0 -26.0 -27.4 -12.5 14.9

非  製  造  業 -18.4 -21.7 -17.6 -10.2 -9.1 -7.8 -8.3 -10.7 -13.6 -15.0 -13.6 -13.4 -14.7 -1.3

卸 売 業 -17.3 -22.3 -14.7 -15.6 -7.8 -10.8 -9.3 -6.0 -17.5 -13.0 -12.7 -15.0 -19.1 -4.1

小 売 業 -26.6 -30.9 -30.2 -21.1 -20.9 -18.2 -15.0 -20.0 -20.1 -23.7 -24.2 -24.0 -20.5 3.5

商 店 街 -27.0 -25.8 -21.4 -8.0 -4.5 -8.2 -10.7 -12.5 -16.3 -21.8 -14.0 -16.4 -13.5 2.9

サ ー ビ ス 業 1.4 -5.0 2.1 15.7 13.6 15.2 9.3 6.9 6.9 2.8 2.9 4.4 -2.5 -6.9

建 設 業 -24.1 -25.0 -21.8 -19.8 -20.8 -14.5 -11.4 -14.5 -15.7 -15.0 -15.8 -14.1 -19.1 -5.0

運 輸 業 -24.8 -23.3 -21.7 -17.4 -14.0 -16.5 -18.6 -24.0 -25.2 -26.2 -20.6 -17.3 -14.7 2.6

その 他の 非製 造業 -6.9 -17.9 -17.2 0.0 -10.0 -3.3 -10.0 -10.4 -27.6 -23.3 -10.4 -17.3 -10.0 7.3
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２．売 上 高 

 

 

表３．業種別【売上高】ＤＩの推移（前年同月比） 

 
 

Ｐｉｃｋ ｕｐ！ 

「運輸業」：12月の繁忙期を迎え、物流やタクシー需要が増加したことから、売上高ＤＩは2.3 

と前月比7.0ポイント上昇。 

「繊維工業」：暖冬により冬物衣料の販売が振るわなかったことから、売上高ＤＩは▲11.4と 

前月比8.7ポイント低下。 

 

前月 当月 増減
▲ 0.6 ▲ 0.8 ▲ 0.2 悪化 ↘

製造業 ▲ 5.9 ▲ 6.5 ▲ 0.6 悪化 ↘
非製造業 3.6 3.4 ▲ 0.2 悪化 ↘

傾向
全体

DIが大きく上昇した業種
10ポイント超 紙・紙加工品、印刷

5～10ポイント 食料品、窯業・土石製品、商店街、運輸業

DIが大きく悪化した業種
10ポイント超 化学・ゴム、輸送機器

5～10ポイント
繊維工業、木材・木製品、鉄鋼・金属、電気機器、
その他の製造業、卸売業

業     種     名 4/12 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 前月比

全　       　　体 -0.8 -6.8 0.4 9.0 2.7 1.4 2.3 3.6 -1.6 -2.1 0.7 -0.6 -0.8 -0.2

製     造　   業 -2.5 -9.5 -5.4 3.0 -2.9 -0.3 -3.2 -1.7 -10.7 -9.2 -1.8 -5.9 -6.5 -0.6

食 料 品 5.9 0.5 5.7 30.1 20.4 20.1 16.0 9.2 11.7 12.7 15.4 14.5 21.0 6.5

繊 維 工 業 2.6 -1.8 5.5 10.6 7.1 1.8 6.2 4.3 -1.8 -7.0 -0.9 -2.7 -11.4 -8.7

木 材 ・ 木 製 品 -31.3 -28.8 -38.8 -31.3 -53.6 -49.1 -55.4 -44.2 -49.1 -38.4 -28.3 -33.3 -38.4 -5.1

紙 ・ 紙 加 工 品 8.0 8.0 0.0 16.0 -4.7 21.8 -30.5 4.4 -32.0 -41.6 -4.2 -12.0 16.0 28.0

印 刷 0.0 -26.1 -3.2 8.0 -8.6 -13.6 -3.4 1.7 -8.7 7.2 -5.4 -10.5 5.2 15.7

化 学 ・ ゴ ム -10.7 -3.8 3.5 -3.6 11.1 14.3 0.0 7.1 3.6 3.6 3.5 17.9 0.0 -17.9

窯 業 ・ 土 石 製 品 -27.9 -29.9 -20.7 -10.3 -22.9 -6.7 -22.7 -10.0 -26.9 -29.4 -17.1 -22.9 -13.0 9.9

鉄 鋼 ・ 金 属 12.0 -2.3 -0.8 1.5 -4.5 -2.3 6.7 1.5 -12.7 -15.0 -5.2 -10.0 -19.3 -9.3

一 般 機 器 8.7 -6.6 -3.8 -2.9 1.0 1.0 18.3 16.5 -7.9 0.0 8.0 0.0 -4.9 -4.9

電 気 機 器 12.0 -6.4 12.0 -11.6 7.1 -7.1 -17.3 -21.4 -17.9 -25.0 -25.0 -32.1 -38.0 -5.9

輸 送 機 器 4.7 10.3 9.7 -4.8 15.9 20.4 13.6 27.3 6.8 13.6 28.8 19.1 -4.6 -23.7

そ の 他 の 製 造 業 -2.0 -5.8 -17.6 -1.9 4.0 0.0 -9.9 -17.7 -17.7 -14.0 -2.0 -3.9 -10.4 -6.5

非  製  造  業 0.4 -4.8 4.7 13.6 6.7 2.6 6.4 7.6 5.3 3.1 2.7 3.6 3.4 -0.2

卸 売 業 13.4 7.2 20.5 17.6 11.8 6.9 17.3 20.7 10.6 9.4 8.3 13.5 7.8 -5.7

小 売 業 -2.8 -14.9 -13.0 -1.3 -6.4 -13.0 -0.6 1.9 4.7 -1.6 -6.5 -3.1 -4.4 -1.3

商 店 街 -2.6 -11.3 11.0 17.4 15.2 13.7 18.8 13.8 12.4 4.0 3.9 5.7 12.2 6.5

サ ー ビ ス 業 6.1 11.3 24.2 42.3 28.2 27.9 21.1 19.4 23.0 16.2 19.5 18.3 14.3 -4.0

建 設 業 -12.6 -12.5 -7.2 -7.5 -10.3 -10.0 -9.2 -8.5 -15.7 -10.4 -9.9 -9.4 -8.5 0.9

運 輸 業 6.9 -3.8 -1.6 18.9 7.0 -10.9 -10.0 0.0 -6.3 -1.5 -2.3 -4.7 2.3 7.0

その 他の 非製 造業 -13.8 -42.9 -3.5 3.6 6.7 0.0 0.0 0.0 -6.9 10.0 17.3 0.0 3.3 3.3
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３．収益状況 

 
 

表４．業種別【収益状況】ＤＩの推移（前年同月比） 

 
 

Ｐｉｃｋ ｕｐ！ 

「食料品」：イベントの開催や年末需要が増加したことにより、収益状況ＤＩは▲6.1と、前月比8.9 

ポイント上昇。 

「化学・ゴム」：原材料・エネルギーコスト、労務費等の上昇に対し、価格転嫁が遅れていることか

ら収益状況ＤＩは▲21.4と前月比10.7ポイント低下。 

前月 当月 増減
▲ 19.1 ▲ 18.0 1.1 上昇 ↗

製造業 ▲ 21.7 ▲ 21.7 0.0 不変 →
非製造業 ▲ 17.1 ▲ 15.3 1.8 上昇 ↗

傾向
全体

DIが大きく上昇した業種
10ポイント超 なし

5～10ポイント 食料品、印刷、その他の製造業、小売業

DIが大きく悪化した業種
10ポイント超 化学・ゴム

5～10ポイント 繊維工業、鉄鋼・金属、電気機器、輸送機器

業     種     名 4/12 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 前月比

全　       　　体 -29.2 -33.2 -29.1 -22.7 -23.1 -21.6 -20.5 -22.6 -25.3 -25.0 -20.3 -19.1 -18.0 1.1

製     造　   業 -34.8 -39.8 -37.1 -30.6 -32.1 -31.5 -28.3 -30.7 -34.0 -30.0 -23.4 -21.7 -21.7 0.0

食 料 品 -39.8 -41.2 -35.4 -21.6 -23.5 -21.6 -20.2 -26.7 -23.5 -23.7 -16.0 -15.0 -6.1 8.9

繊 維 工 業 -39.5 -40.3 -41.6 -38.1 -31.8 -31.5 -27.4 -31.3 -36.0 -29.2 -23.0 -22.3 -28.0 -5.7

木 材 ・ 木 製 品 -41.9 -38.7 -47.8 -34.7 -52.7 -54.6 -49.1 -54.1 -51.8 -51.8 -40.7 -39.6 -43.9 -4.3

紙 ・ 紙 加 工 品 -28.0 -28.0 -33.4 -44.0 -47.6 -43.5 -34.8 -26.1 -40.0 -29.2 -29.2 -32.0 -28.0 4.0

印 刷 -49.2 -66.2 -53.9 -41.9 -25.9 -42.3 -36.7 -39.6 -45.6 -48.2 -44.6 -35.1 -26.3 8.8

化 学 ・ ゴ ム -32.2 -57.7 -55.2 -39.3 -29.6 -42.8 -50.0 -32.2 -32.2 -35.7 -14.3 -10.7 -21.4 -10.7

窯 業 ・ 土 石 製 品 -36.5 -37.3 -37.7 -30.1 -34.0 -30.1 -33.1 -29.0 -39.6 -32.5 -28.9 -19.9 -19.9 0.0

鉄 鋼 ・ 金 属 -25.5 -42.4 -31.0 -32.9 -31.6 -30.7 -23.2 -30.6 -30.1 -25.6 -22.5 -21.5 -26.7 -5.2

一 般 機 器 -28.9 -32.4 -34.9 -26.6 -32.0 -26.9 -17.3 -17.5 -32.7 -18.7 -13.0 -16.5 -16.8 -0.3

電 気 機 器 -16.0 -16.1 -8.0 -15.4 -21.4 -17.8 -24.1 -39.3 -28.6 -32.2 -14.3 -21.5 -31.1 -9.6

輸 送 機 器 -23.3 -25.6 -14.6 -33.4 -31.8 -22.7 -18.2 -11.4 -11.3 -9.1 -4.4 -11.9 -20.4 -8.5

そ の 他 の 製 造 業 -28.0 -38.5 -31.4 -23.1 -23.6 -25.5 -25.5 -29.4 -37.3 -30.0 -22.0 -17.7 -8.3 9.4

非  製  造  業 -24.9 -28.2 -23.2 -16.6 -16.5 -14.3 -14.5 -16.4 -18.7 -21.2 -18.1 -17.1 -15.3 1.8

卸 売 業 -17.3 -24.2 -12.7 -16.1 -15.2 -15.7 -16.3 -16.3 -19.6 -21.9 -16.1 -12.0 -14.3 -2.3

小 売 業 -35.1 -39.5 -41.3 -29.4 -28.9 -25.0 -24.3 -24.6 -26.5 -29.6 -27.7 -25.8 -20.8 5.0

商 店 街 -27.0 -30.2 -24.1 -18.6 -13.3 -15.0 -6.9 -13.8 -16.9 -25.2 -19.1 -17.1 -14.8 2.3

サ ー ビ ス 業 -9.6 -11.3 -4.7 9.3 3.5 8.1 3.3 -1.1 0.8 -5.7 -4.7 -5.1 -3.9 1.2

建 設 業 -32.5 -33.8 -28.5 -27.4 -24.9 -19.4 -21.9 -20.8 -24.1 -22.5 -21.8 -22.1 -22.0 0.1

運 輸 業 -32.5 -30.8 -25.6 -21.2 -19.4 -22.6 -20.9 -26.3 -29.9 -29.3 -19.8 -19.6 -15.4 4.2

その 他の 非製 造業 -6.9 -28.5 -13.8 -7.1 -13.3 -23.3 -16.7 -6.9 -31.1 -13.3 -13.8 -17.3 -20.0 -2.7
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４．資金繰り、販売価格、取引条件、設備操業度、雇用人員、在庫数量 

 

Calendar 2024 
～～ 国内外の主なトピックス（令和６年１月）～～ 

1 月 11 日（木） 
11 月の景気動向指数：内閣府。足元の経済状況を表す一致指数は前月比 1.4 ポイン

ト低下し 114.5 と 4 カ月ぶりの低下。基調判断は「改善を示している」で据置き。 

1 月 12 日（金） 
11 月の国際収支速報：財務省。経常収支の黒字額は１兆 9256 億円の黒字で前年同

月と比べて 8.7％増加。旅行などを含むサービス取引での黒字が続いている。 

1 月 12 日（金） 

12 月の景気ウォッチャー調査：内閣府。3 カ月前と比べた現状判断指数は 50.7 と前

月比 1.2 ポイント上昇、５カ月ぶりに前月を上回った。年末に向け忘年会など消費が

盛り上がった。 

1 月 15 日（月） 
12 月の工作機械受注額：日本工作機械工業会。前年同月比 10％減の 1265 億円と

12 カ月連続で前年同月を下回った。中国の景気減速等から調整局面が続いている。 

1 月 16 日（火） 
12 月の企業物価指数：日本銀行。前年同月比横ばいと、２年 10 カ月ぶりの低水準と

なった。一方で人手不足などを受け、サービス価格はじわり上昇している。 

1 月 19 日（金） 
12 月の消費者物価指数：総務省。生鮮食品を除く総合指数は 2.3％プラスで、２カ月

連続で伸びが鈍った。22 年６月の 2.2％以来の低水準となった。 

 

（１）資金繰り 前月 当月 増減
全体 ▲ 12.4 ▲ 12.9 ▲ 0.5 悪化 ↘

製造業 ▲ 12.7 ▲ 14.4 ▲ 1.7 悪化 ↘
非製造業 ▲ 12.0 ▲ 11.9 0.1 上昇 ↗

（２）販売価格 前月 当月 増減
全体 31.4 30.2 ▲ 1.2 悪化 ↘

製造業 29.4 27.6 ▲ 1.8 悪化 ↘
非製造業 33.0 32.1 ▲ 0.9 悪化 ↘

（３）取引条件 前月 当月 増減
全体 ▲ 6.7 ▲ 6.7 0.0 不変 →

製造業 ▲ 4.1 ▲ 4.0 0.1 上昇 ↗
非製造業 ▲ 8.7 ▲ 8.8 ▲ 0.1 悪化 ↘

（４）設備操業度 前月 当月 増減
製造業 ▲ 10.1 ▲ 10.8 ▲ 0.7 悪化 ↘

（５）雇用人員 前月 当月 増減
全体 ▲ 9.8 ▲ 10.7 ▲ 0.9 悪化 ↘

製造業 ▲ 9.5 ▲ 8.4 1.1 上昇 ↗
非製造業 ▲ 10.2 ▲ 12.4 ▲ 2.2 悪化 ↘

（６）在庫数量 前月 当月 増減
全体 ▲ 1.0 ▲ 3.2 ▲ 2.2 悪化 ↘

製造業 ▲ 1.3 ▲ 2.5 ▲ 1.2 悪化 ↘
非製造業 ▲ 0.5 ▲ 4.4 ▲ 4.0 悪化 ↘

傾向

傾向

傾向

傾向

傾向

傾向



業界の景況 売上高 収益状況 販売価格 取引条件 資金繰り 設備操業度 雇用人員 在庫数量

全 体 -19.1 -0.8 -18.0 30.2 -6.7 -12.9 -10.8 -10.7 -3.2
製 造 業 -24.9 -6.5 -21.7 27.6 -4.0 -14.4 -10.8 -8.4 -2.5
非 製 造 業 -14.7 3.4 -15.3 32.1 -8.8 -11.9 -12.4 -4.4

（ 製 造 業 ）

業     種     名 業界の景況 売上高 収益状況 販売価格 取引条件 資金繰り 設備操業度 雇用人員 在庫数量

食 料 品 -11.3 21.0 -6.1 43.1 -3.6 -8.7 4.6 -5.6 -2.6
繊 維 工 業 -32.5 -11.4 -28.0 20.2 -1.7 -18.5 -13.1 -13.2 -7.0
木 材 ・ 木 製 品 -48.6 -38.4 -43.9 -6.5 -15.9 -23.3 -25.2 -8.4 -15.9
紙 ・ 紙 加 工 品 -32.0 16.0 -28.0 48.0 -12.0 -16.0 -8.0 -8.0 -20.0
印 刷 -31.5 5.2 -26.3 29.8 0.0 -17.5 -15.8 -15.7 0.0
化 学 ・ ゴ ム -17.9 0.0 -21.4 35.7 -7.1 -14.3 -10.7 -3.6 28.5
窯業・土石製品 -34.3 -13.0 -19.9 54.2 -0.8 -17.6 -19.1 -16.0 -3.1
鉄 鋼 ・ 金 属 -29.7 -19.3 -26.7 21.5 -0.8 -14.1 -12.5 -4.5 -5.9
一 般 機 器 -15.9 -4.9 -16.8 19.8 -1.9 -6.9 -10.9 -5.0 9.9
電 気 機 器 -20.7 -38.0 -31.1 13.8 -6.9 -10.3 -27.6 -17.3 3.5
輸 送 機 器 4.5 -4.6 -20.4 11.4 -4.6 -13.6 11.3 0.0 4.5
その他の製造業 -12.5 -10.4 -8.3 25.0 -2.1 -14.6 -12.5 -2.1 2.1

（ 非製造業 ）

業     種     名 業界の景況 売上高 収益状況 販売価格 取引条件 資金繰り 設備操業度 雇用人員 在庫数量

卸 売 業 -19.1 7.8 -14.3 41.1 -10.3 -8.3 -7.8 -2.0
小 売 業 -20.5 -4.4 -20.8 36.3 -15.8 -16.1 -12.9 -1.9
商 店 街 -13.5 12.2 -14.8 39.8 -11.5 -17.9 -10.9 -12.8
サ ー ビ ス 業 -2.5 14.3 -3.9 29.6 -2.2 -5.4 -10.3
建 設 業 -19.1 -8.5 -22.0 21.6 -8.5 -11.0 -15.6
運 輸 業 -14.7 2.3 -15.4 25.4 -2.3 -13.8 -22.3
その他の非製造業 -10.0 3.3 -20.0 23.3 -6.7 -16.7 3.3

表５．主要指標の業種別 Ｄ Ｉ（前年同月比）
（令和５年12月末現在）
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（令和 ５年 12月 末現在）
（単位：％）

項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 増加 不変 減少 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 増加 不変 減少 増加 不変 減少

全 体 9.8 61.2 28.9 28.3 42.6 29.1 12.7 56.5 30.7 35.6 59.0 5.4 4.2 84.9 10.9 4.0 79.1 16.9 11.3 66.6 22.1 5.0 79.3 15.7 12.2 72.4 15.4

製 造 業 7.9 59.3 32.8 26.2 41.0 32.7 11.6 55.0 33.3 32.5 62.5 4.9 4.3 87.4 8.3 3.7 78.1 18.1 11.3 66.6 22.1 6.5 78.6 14.9 12.4 72.7 14.9

非 製 造 業 11.3 62.7 26.0 29.8 43.8 26.4 13.5 57.7 28.8 37.9 56.4 5.8 4.1 83.0 12.9 4.1 79.9 16.0 0.0 0.0 0.0 3.8 79.9 16.2 11.8 71.9 16.2

（ 製 造 業 ）

項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 増加 不変 減少 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 増加 不変 減少 増加 不変 減少

食 料 品 12.3 64.1 23.6 44.1 32.8 23.1 19.5 54.9 25.6 44.1 54.9 1.0 4.1 88.2 7.7 8.2 74.9 16.9 17.4 69.7 12.8 8.2 77.9 13.8 15.9 65.6 18.5

繊 維 工 業 6.1 55.3 38.6 19.3 50.0 30.7 8.8 54.4 36.8 24.6 71.1 4.4 7.9 82.5 9.6 2.6 76.3 21.1 8.8 69.3 21.9 6.1 74.6 19.3 11.4 70.2 18.4

木 材 ・ 木 製 品 3.7 43.9 52.3 12.1 37.4 50.5 5.6 44.9 49.5 15.0 63.6 21.5 0.0 84.1 15.9 1.9 72.9 25.2 2.8 69.2 28.0 3.7 84.1 12.1 11.2 61.7 27.1

紙 ・ 紙 加 工 品 8.0 52.0 40.0 48.0 20.0 32.0 16.0 40.0 44.0 52.0 44.0 4.0 0.0 88.0 12.0 0.0 84.0 16.0 28.0 36.0 36.0 4.0 84.0 12.0 16.0 48.0 36.0

印 刷 5.3 57.9 36.8 26.3 52.6 21.1 7.0 59.6 33.3 35.1 59.6 5.3 8.8 82.5 8.8 1.8 78.9 19.3 12.3 59.6 28.1 1.8 80.7 17.5 5.3 89.5 5.3

化 学 ・ ゴ ム 7.1 67.9 25.0 28.6 42.9 28.6 14.3 50.0 35.7 39.3 57.1 3.6 3.6 85.7 10.7 7.1 71.4 21.4 14.3 60.7 25.0 14.3 67.9 17.9 32.1 64.3 3.6

窯 業 ・ 土 石 製 品 3.1 59.5 37.4 28.2 30.5 41.2 12.2 55.7 32.1 55.0 44.3 0.8 5.3 88.5 6.1 1.5 79.4 19.1 6.1 68.7 25.2 0.0 84.0 16.0 9.9 77.1 13.0

鉄 鋼 ・ 金 属 5.9 58.5 35.6 18.5 43.7 37.8 9.6 54.1 36.3 27.4 66.7 5.9 4.4 90.4 5.2 2.2 81.5 16.3 11.9 63.7 24.4 9.6 76.3 14.1 7.4 79.3 13.3

一 般 機 器 6.9 70.3 22.8 21.8 51.5 26.7 10.9 61.4 27.7 20.8 78.2 1.0 4.0 90.1 5.9 4.0 85.1 10.9 8.9 71.3 19.8 6.9 81.2 11.9 13.9 82.2 4.0

電 気 機 器 6.9 65.5 27.6 10.3 41.4 48.3 3.4 62.1 34.5 17.2 79.3 3.4 0.0 93.1 6.9 6.9 75.9 17.2 3.4 65.5 31.0 3.4 75.9 20.7 20.7 62.1 17.2

輸 送 機 器 29.5 45.5 25.0 29.5 36.4 34.1 11.4 56.8 31.8 18.2 75.0 6.8 6.8 81.8 11.4 2.3 81.8 15.9 29.5 52.3 18.2 18.2 63.6 18.2 13.6 77.3 9.1

そ の 他 の 製 造 業 8.3 70.8 20.8 14.6 60.4 25.0 12.5 66.7 20.8 27.1 70.8 2.1 2.1 93.8 4.2 4.2 77.1 18.8 6.3 75.0 18.8 8.3 81.3 10.4 10.4 81.3 8.3

（ 非製造業 ）

項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 増加 不変 減少 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化 上昇 不変 低下 増加 不変 減少 増加 不変 減少

卸 売 業 10.3 60.3 29.4 34.8 38.2 27.0 13.2 59.3 27.5 47.5 46.1 6.4 3.4 82.8 13.7 4.9 81.9 13.2 2.0 88.2 9.8 14.2 69.6 16.2

小 売 業 10.1 59.3 30.6 28.1 39.4 32.5 14.8 49.5 35.6 46.1 44.2 9.8 2.5 79.2 18.3 3.8 76.3 19.9 2.2 82.6 15.1 12.3 73.5 14.2

商 店 街 14.1 58.3 27.6 34.0 44.2 21.8 16.0 53.2 30.8 46.2 47.4 6.4 4.5 79.5 16.0 4.5 73.1 22.4 5.1 78.8 16.0 7.7 71.8 20.5

サ ー ビ ス 業 17.1 63.3 19.6 34.2 45.9 19.9 17.1 61.9 21.0 32.4 64.8 2.8 7.1 83.6 9.3 5.3 84.0 10.7 6.8 76.2 17.1

建 設 業 3.8 73.3 22.9 19.9 51.7 28.4 4.7 68.6 26.7 26.3 69.1 4.7 2.5 86.4 11.0 3.0 83.1 14.0 3.0 78.4 18.6

運 輸 業 13.8 57.7 28.5 30.8 40.8 28.5 16.9 50.8 32.3 27.7 70.0 2.3 4.6 88.5 6.9 3.1 80.0 16.9 3.1 71.5 25.4

その他の非製造業 10.0 70.0 20.0 23.3 56.7 20.0 10.0 60.0 30.0 30.0 63.3 6.7 3.3 86.7 10.0 3.3 76.7 20.0 10.0 83.3 6.7
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販売価格 取引条件

表６．主要指標の業種別景況調査総括表（前年同月比）

業界の景況 売上高 収益状況 販売価格 取引条件 資金繰り 設備操業度 雇用人員 在庫数量

設備操業度 雇用人員 在庫数量資金繰り

販売価格 在庫数量取引条件 資金繰り 設備操業度 雇用人員

業界の景況 売上高 収益状況

業界の景況 売上高 収益状況



（令和 ５年 12月 末現在）

〔全　国〕 〔近畿地方〕

項　　目 項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ 業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ

全 体 9.8 61.2 28.9 -19.1 28.3 42.6 29.1 -0.8 12.7 56.5 30.7 -18.0 全 体 8.9 60.7 30.4 -21.5 23.9 42.5 33.6 -9.7 8.1 56.7 35.2 -27.1

製 造 業 7.9 59.3 32.8 -24.9 26.2 41.0 32.7 -6.5 11.6 55.0 33.3 -21.7 製 造 業 6.9 57.8 35.3 -28.4 24.1 36.2 39.7 -15.6 7.8 51.7 40.5 -32.7

非製造業 11.3 62.7 26.0 -14.7 29.8 43.8 26.4 3.4 13.5 57.7 28.8 -15.3 非製造業 10.7 63.4 26.0 -15.3 23.7 48.1 28.2 -4.5 8.4 61.1 30.5 -22.1

〔北海道・東北地方〕 〔中国地方〕

項　　目 項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ 業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ

全 体 8.8 56.2 35.0 -26.2 27.9 36.4 35.7 -7.8 15.2 53.9 31.0 -15.8 全 体 12.0 62.0 26.0 -14.0 33.1 35.5 31.4 1.7 14.5 56.2 29.3 -14.8

製 造 業 2.0 52.5 45.5 -43.5 22.2 35.4 42.4 -20.2 12.1 50.5 37.4 -25.3 製 造 業 10.7 58.0 31.3 -20.6 25.9 41.1 33.0 -7.1 9.8 59.8 30.4 -20.6

非製造業 12.1 58.1 29.8 -17.7 30.8 36.9 32.3 -1.5 16.7 55.6 27.8 -11.1 非製造業 13.1 65.4 21.5 -8.4 39.2 30.8 30.0 9.2 18.5 53.1 28.5 -10.0

〔関東・甲信越地方〕 〔四国地方〕

項　　目 項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ 業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ

全 体 10.5 65.2 24.3 -13.8 31.2 44.8 24.0 7.2 14.0 58.0 27.9 -13.9 全 体 10.1 53.9 36.0 -25.9 25.8 44.9 29.2 -3.4 6.2 58.4 35.4 -29.2

製 造 業 10.2 61.5 28.3 -18.1 30.9 42.3 26.8 4.1 15.1 52.8 32.1 -17.0 製 造 業 8.8 57.5 33.8 -25.0 27.5 45.0 27.5 0.0 6.3 65.0 28.8 -22.5

非製造業 10.6 67.8 21.5 -10.9 31.4 46.5 22.1 9.3 13.3 61.7 25.0 -11.7 非製造業 11.2 51.0 37.8 -26.6 24.5 44.9 30.6 -6.1 6.1 53.1 40.8 -34.7

〔東海・北陸地方〕 〔九州・沖縄地方〕

項　　目 項　　目

業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ 業　　種 好転 不変 悪化 ＤＩ 増加 不変 減少 ＤＩ 好転 不変 悪化 ＤＩ

全 体 9.0 59.0 32.1 -23.1 22.3 46.9 30.8 -8.5 13.3 54.9 31.8 -18.5 全 体 9.7 64.1 26.3 -16.6 30.6 42.9 26.5 4.1 12.9 57.1 30.0 -17.1

製 造 業 7.7 55.7 36.6 -28.9 23.2 40.2 36.6 -13.4 14.4 49.5 36.1 -21.7 製 造 業 6.1 67.6 26.4 -20.3 25.7 45.3 29.1 -3.4 8.8 62.8 28.4 -19.6

非製造業 10.2 62.2 27.6 -17.4 21.4 53.6 25.0 -3.6 12.2 60.2 27.6 -15.4 非製造業 12.0 61.8 26.2 -14.2 33.8 41.3 24.9 8.9 15.6 53.3 31.1 -15.5
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業界の景況

徳島県，香川県，愛媛県，高知県

業界の景況

茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，
東京都，神奈川県，新潟県，長野県，山梨県

売上高業界の景況

北海道，青森県，岩手県，宮城県，秋田県，
山形県，福島県

収益状況売上高

売上高業界の景況

滋賀県，京都府，奈良県，大阪府，兵庫県，
和歌山県

鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県

静岡県，愛知県，岐阜県，三重県，富山県，
石川県，福井県

表７．全国及び各地域別の【業界の景況・売上高・収益状況】（前年同月比）

収益状況売上高

収益状況売上高業界の景況

業界の景況 収益状況 収益状況売上高

収益状況 収益状況売上高業界の景況

福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，
宮崎県，鹿児島県，沖縄県

売上高業界の景況

収益状況
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〔北海道・東北地方〕 北海道，青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県
〔関東・甲信越地方〕 茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，新潟県，長野県，山梨県
〔東海・北陸地方〕 静岡県，愛知県，岐阜県，三重県，富山県，石川県，福井県
〔近畿地方〕 滋賀県，京都府，奈良県，大阪府，兵庫県，和歌山県
〔中国地方〕 鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県
〔四国地方〕 徳島県，香川県，愛媛県，高知県
〔九州・沖縄地方〕 福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県
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全国及び各地域別の【収益状況DI（全体）】

(令和５年１2月末現在・前年同月比)

全国 北海道・東北地方 関東・甲信越地方
東海・北陸地方 近畿地方 中国地方
四国地方 九州・沖縄地方



〔北海道・東北地方（系列２）〕 北海道，青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県
〔関東・甲信越地方（系列３）〕 茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，新潟県，長野県，山梨県
〔東海・北陸地方（系列４）〕 静岡県，愛知県，岐阜県，三重県，富山県，石川県，福井県
〔近畿地方（系列５）〕 滋賀県，京都府，奈良県，大阪府，兵庫県，和歌山県
〔中国地方（系列６）〕 鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県
〔四国地方（系列７）〕 徳島県，香川県，愛媛県，高知県
〔九州・沖縄地方（系列８）〕 福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 ※系列1は全国の値です。
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12月末
令和5年

1月末
2月末 3月末 4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 9月末 10月末 11月末 12月末

系列1 -21.5 -25.2 -22.7 -17.2 -17.1 -14.7 -14.9 -16.6 -20.5 -20.4 -19.2 -18.8 -19.1

系列2 -26.4 -28.7 -24.4 -23.1 -19.7 -15.0 -14.6 -17.4 -17.8 -18.0 -16.5 -19.1 -26.2

系列3 -21.7 -22.3 -23.5 -16.5 -16.6 -15.8 -14.0 -14.9 -20.8 -19.3 -15.9 -17.1 -13.8

系列4 -21.3 -26.7 -22.3 -20.7 -20.7 -17.3 -19.3 -19.9 -22.4 -24.4 -24.8 -23.1 -23.1

系列5 -17.7 -25.6 -26.8 -17.7 -19.1 -15.8 -19.0 -18.7 -27.1 -27.3 -23.5 -22.3 -21.5

系列6 -15.7 -25.1 -19.4 -16.0 -15.0 -12.9 -16.5 -15.7 -18.0 -15.9 -12.9 -11.7 -14.0

系列7 -27.8 -29.7 -27.6 -22.5 -20.6 -18.9 -16.8 -16.3 -19.2 -24.3 -25.4 -23.0 -25.9

系列8 -20.4 -23.3 -17.2 -8.0 -10.4 -8.4 -7.5 -14.9 -18.2 -16.7 -19.4 -17.4 -16.6
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《製造業》

食料品製造業
＜ 青 森 県 菓子 ＞

＜ 埼 玉 県 清酒 ＞

＜ 京 都 府 製茶 ＞

＜ 岡 山 県 米菓 ＞

＜ 徳 島 県 味噌 ＞

＜ 長 崎 県 冷凍水産食品加工 ＞

繊維・同製品製造業
＜ 秋 田 県 繊維 ＞

＜ 東 京 都 織物 ＞

＜ 富 山 県 絹人繊織物 ＞

＜ 大 阪 府 帽子 ＞

＜ 和 歌 山 県 繊維 ＞

＜ 愛 媛 県 タオル ＞

木材・木製品製造業
＜ 岩 手 県 一般製材 ＞

＜ 福 島 県 製材 ＞

＜ 栃 木 県 家具・建具 ＞

4.
冷え込みもあってやっと需要期に入ったように感じる。人の動きが活発なのか駅空港は発注量も多め。量
販店では、積極的な年末商材として取扱いもあり活況。

6.
前年同月比において売上高は減少、収益状況は好転。製品値上げの影響で販売数量が減り売上高は減少し
たが、輸入すり身原料の価格が下がったため、利益率は回復し経営的には昨年より良くなっている。

情報連絡員からの報告（要旨）

7.
12月の売上高は前年同月比で悪化。冬物衣料の販売不振により、稼働率が低下している。単価を下げて受
注する工場も出てきた結果、上昇した加工賃が再び低下するという悪循環が起きている。

県内日本酒出荷量は前年比110％と好調であった。イベントなどのリアル開催や冬期に向けての需要の拡
大、ＰＲが功を奏した感がある。12月～1月にかけ日本酒の需要期であり、更なる増加を期待したい。

2.

3.
インバウンドの流入が引き続き順調である。円安によりインバウンドの財布の紐が緩い傾向にあり、土産
に高級品（特に抹茶）がよく売れていると聞いている。

1.
年末は雪が少なく人出が多かった。クリスマスケーキは、ホールもののサイズが一回り小さくなったが、
注文が増加した店もあった様子。卵の価格が下がったことが収益の増加となった。

5.
前年同月比で味噌の生産量は102.8％、出荷量は105.7％であった。年末年始需要増の見込みに対応して生
産量は増加している。出荷量も５カ月連続して伸びており、コロナ前の出荷量に近づいている。

12.
観光関連など特定のタオル需要は高いが、ギフトを中心に小売関係は需要が減退している。タオル全般の
動きが良くない中、今後は価格競争が懸念される。

13.
新設住宅着工戸数は、前年同期と比較して約25％減と大幅に減少したが、製材品の動きはここにきて回復
してきた。材料となる原木丸太は不足気味になってきており、価格が上昇傾向にある。

14.
高値となっていた原木価格は出材の増加に伴い落ち着いてきた。製材品の荷動きは一部で堅調な品目が見
られるものの全般的には低調で価格も横ばいとなっている。

8.
年末商戦は盛り上がりに欠け、ネクタイやストール生地製造の注文は横ばい。気温上昇の影響が大きく、
売上の増加は鈍い。物価の上昇が続いているが、価格転嫁は難しく収益は減少し厳しい状況にある。

9.
化合繊織物や絹織物ともに、売上は前月より減少している。前年同月比でも売上は減少しており、材料や
資材の値上がり、労務費の上昇によって収益が悪化している。

10.
暖冬の為、冬物衣料品の動きが鈍かったが、ここ最近の寒さで少し動き出したものの今までのマイナスを
取り戻せていない状況である。

11.
暖冬もあり冬物重衣料の売れ行きが良くなかったようで、アパレル各社は苦戦を強いられているため、発
注数が昨年に比べ減っている。少子化による市場縮小と全体的な営業界不調で衣料が売れていない。

15.
繁忙期を前にした季節的要因か売上高を減少とする企業の割合が増加した。資金繰り悪化する企業の割合
も増加しており、今後の不安材料となりつつある。零細木材加工業者の破綻があった。
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＜ 和 歌 山 県 家具・装備品 ＞

＜ 香 川 県 製材 ＞

＜ 福 岡 県 家具 ＞

紙・紙加工品製造業
＜ 茨 城 県 段ボール ＞

＜ 群 馬 県 紙製品 ＞

＜ 愛 知 県 紙器・段ボール ＞

＜ 岐 阜 県 機械すき和紙 ＞

＜ 京 都 府 紙製容器 ＞

＜ 高 知 県 手すき和紙 ＞

印刷
＜ 岩 手 県 印刷・同関連 ＞

＜ 秋 田 県 印刷 ＞

＜ 栃 木 県 印刷 ＞

＜ 神 奈 川 県 製本 ＞

＜ 静 岡 県 印刷・同関連 ＞

＜ 徳 島 県 印刷 ＞

化学・ゴム
＜ 東 京 都 ゴム製品 ＞

＜ 愛 知 県 高圧ガス ＞

29.
価格転嫁の効果が出ていたが、ここに来て買い控えが目立ち需要が停滞しているように感じる。原材料の
値上げが継続しており、更なる価格転嫁が必要であるが、業界のまとまりが弱く値上げがしにくい状況。

30.
資材や用紙の値上げによる価格転嫁は進んでいるものの、頁数の減少、ボリュームの減少、部数の減少、
仕様や紙質変更等による予算調整で収益状況は悪化している。

31.
出荷数量は前年同月より減少しているが、値上げをしているため売上はほぼ変わらない。ただし、原材料
や電力費が高値で安定し、収益を圧迫している。

32.
出荷量は堅調に推移しており、販売価格も安定してきたが、コスト上昇分を転嫁出来ていない組合員もあ
り、収益改善には道半ばの状況が続いている。輸送機器、工作機械向けは増加傾向にある。

19.
組合員の生産数量は前年より５～20％ダウン。例年の年末の様子と異なり、物が動かず厳しい状況であっ
た。大手企業は前年より若干悪い程度で済んでおり、大手企業と我々中小企業との力の差を感じている。

20.
取引先業界に活発な動きがみられ始め、受注数量は増加傾向にあり収益は改善しつつある。しかし、物価
高騰による買い控えの影響を不安視している。

21.
12月に入り土産物、ギフト関係が伸びてきた。特にクリスマス関係の品はカレンダーが良かった。ただ、
遠隔地への出荷については、運送会社の受付締切が例年より前倒しとなったため出荷量が落ちた。

16.
受注先の工務店を中心として、原材料不足、原材料価格の高騰、原材料費積算の不透明感及び人員不足な
どに起因する工期の遅延及び未着工により、当業界は長期的に低迷状態が継続している。

18.
巣ごもり消費の反動が大変大きい。家具業界は不況とも言える状況が長引き、明るい兆しが見えない。今
後、異業種に向けた取り組みを強化していきたいと考える事業所も出てきている。

17.
昨年より新設着工数は減少しており、プレカット稼働率が50％に落ちている。リフォーム等修理依頼はあ
るが、依然として業界の悪化状況は続いている。

26.
12月の業況は前年同月比で悪化。需要の低迷が長期に亘っており、経営が圧迫されている企業が増加し
た。値上げについては、徐々に得意先の理解も得られているが、収益を改善するまでには至っていない。

27.
年末年始のチラシは低調。年賀状を廃止する会社、個人が増え12月としてのプラスの要因が減って前年並
みが精一杯の状況。原材料値上がり分の価格転嫁は一定程度浸透している。

28.
昨年よりイベント関係の仕事が増加した会社が多い。仕事量は少しずつ回復しているものの、製造コスト
の増加が大きく収益性は低下している。価格転嫁が急務である。

22.
ユーザー各社からの受注数量は減少している。紙業業界は、業者間の格差はあるものの、前月同様に売上
高・在庫数量は減少したが、販売価格は上昇した。

24.
まだまだ収益が伸び悩んでおり、和紙業界全体が厳しい状況におかれていると感じられる。経済が安定し
ていないので、消費者の購買意欲も湧かない状況である。

25.
売上・収益ともにコロナ以前の８割程度にとどまっている。印刷物の需要の減少はコロナ以前から続いて
いたが、その速度が加速している。前年対比では増加傾向だが来年に向けての伸びが見通せない。

23.
先月から一転して売上、収益状況、資金繰り等が減少に転じた。国内及びインバウンドの観光需要も12月
に入り減少したことも影響している。また、お歳暮の需要減少にも歯止めがかからず年々減少している。
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＜ 奈 良 県 プラスチック製品 ＞

＜ 大 阪 府 ｾﾙﾛｲﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 ＞

＜ 島 根 県 プラスチック製品 ＞

＜ 岡 山 県 ゴム ＞

窯業・土石製品製造業
＜ 北 海 道 砕石 ＞

＜ 山 梨 県 骨材・石工品等 ＞

＜ 岐 阜 県 陶磁器 ＞

＜ 山 口 県 コンクリート製品 ＞

＜ 香 川 県 石材加工 ＞

＜ 沖 縄 県 コンクリート製品 ＞

鉄鋼・金属製造業
＜ 岩 手 県 金属製品 ＞

＜ 宮 城 県 機械金属 ＞

＜ 茨 城 県 鉄鋼 ＞

＜ 栃 木 県 金属製品 ＞

＜ 鳥 取 県 金属熱処理 ＞

＜ 大 分 県 鋼構造物 ＞

一般機器製造業
＜ 北 海 道 電気工作機械 ＞

35.
受注状況については引き続き大幅に低迷している。年末の大手自動車メーカーの検査不正問題による影響
がどの程度生じるかが不明であり、大きな懸念事項となっている。

41.
12月単月のみならず、一年を通して過去に類をみない業績悪化だった。コロナ禍を経て、世の中の動きは
戻ってきていると報道されるが、我々の業界には動きが感じられない。

47.
一部の企業で受注回復が見られたとの報告もあるが、多くの企業の受注状況は依然として低迷したままで
あり、昨年末の大手自動車メーカーの不祥事の影響を受けて更に厳しいところもある。

33.
人件費の高騰に加えて依然として受注量の低迷状態が続いているため、マイナス成長の状況である。全体
的に回復傾向にあるという景況感を全く感じられない。

34.
前年・前月比ともに20％ダウンと非常に低調な状況。稼働率も落ち、新たな案件受注も厳しく、納入価格
アップが思うように認められない状況では、収益悪化しかない。

36.
全体として受注状況は引続き回復しているものの、原材料コスト、エネルギーコストの高止まりは収益を
圧迫している。販売価格改定により収益は前年より改善しているが、引続き経費節減等に注力している。

40.
運送に関して2024年問題対応の話を耳にすることが多くなった。販売製品の運送費だけでなく原材料等全
てにおける運送費ＵＰも安易に予測でき、数社からの値上げ打診もきている。

42.
12月の売上は対前年並み、出荷量は対前年20％減となった。製品販売価格を上げたため売上高は維持して
いるが、出荷量の落ち込みは大きく特に市町村発注の公共工事の減少が目立っている印象。

43.
工場稼働率・工場加工費については横ばい傾向だが、工場稼働率が低下している。見積物件数は引き続い
て低水準が続いており、先行きについては「やや悪化」、「悪化」と推測する事業所が増えている。

37.
函館地域では、新幹線延伸工事に伴う砂・砂利の需要により、３年間程度は販売の見通しが立っている。

38.
前年同月と比べ売上げは10%増加したが、物価高騰の影響によって収益状況は変わらない。繁忙期に入り工
事量は増加したが、地域によって差が大きい。

39.
中国への輸出は、中国国内の景気後退によりストップしている組合員や注文のキャンセルのある組合員が
ある。輸出は、中国への輸出が減少傾向にあるも、韓国、台湾等への輸出による売上が増加している。

48.
市況は中小案件が少なく、見積りも減ってきている。ホテル業界や半導体関連の企業は回復傾向にあるの
で、関連する企業の今後の投資に期待をしたい。

49.
年末の駆け込み需要もなく、秋以降は動きの悪い状況が続いている。資材、燃料の高騰は続いており、運
送業界の2024年問題もあり、来年は一層厳しくなりそうである。

44.
景況感は停滞もしくは悪化傾向にある。原材料価格、燃料コスト高騰という不安要素はいまだ残るもの
の、今後は原油価格下落によるコスト軽減など、期待できる要因を注視していきたい。

45.
受注量・売上高ともに前年から10～15％程度減少した。建設資材関連や一般機械部品等の受注が減少して
いる。業界全般の景況は、９月以降悪化の傾向であり、受注量は不安定で予断を許さない状況である。

46.
鋼材関連の荷動きが悪く低迷した年末年始となった。自動車部品は動いているが年末の勢いとはならな
かった。自動車向け金型関連は年始からの新規話題も乏しい状況。
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＜ 秋 田 県 金属加工 ＞

＜ 山 形 県 その他の電気機械器具 ＞

＜ 埼 玉 県 一般機械機器 ＞

＜ 石 川 県 機械金属・機械器具 ＞

＜ 福 岡 県 一般機械器具 ＞

電気機器製造業
＜ 福 島 県 電子部品 ＞

＜ 群 馬 県 電気機械器具 ＞

＜ 山 梨 県 電気機械器具 ＞

＜ 愛 知 県 電気機器 ＞

＜ 京 都 府 電機機械器具 ＞

＜ 長 崎 県 電気機器 ＞

輸送用機器製造業
＜ 茨 城 県 自動車部品 ＞

＜ 群 馬 県 輸送用機械器具 ＞

＜ 静 岡 県 輸送用機械器具 ＞

＜ 愛 知 県 輸送機器 ＞

＜ 三 重 県 輸送機器 ＞

＜ 兵 庫 県 輸送用機械器具 ＞

65.
受注減少により、操業の確保に苦労している。2024年春闘では、全国的に大企業中心に賃上げの機運は高
まっているが、業種にもよるが、地域中小企業では対応できる範囲は限られると予想される。

66.
前年同月比32.6％の増収であった。売上高（通期）は、前年比で全体では10％の増収となった。業界の景
気動向は、まだまだ不透明感はあるものの、直近５年間の売上高では一番良い結果となった。

53.
業界の動向は明らかに下方局面に入っており、2023年11月から継続して前年割れの状況が続くものと思わ
れる。人手不足は継続しており、マンパワーをどのように維持するかが最大の経営課題となっている。

50.
12月は前年同月比で業況が悪化。受注動向については、組合員の大半が前年同月比で30％程度減少してお
り、今後も受注減少が見込まれることから、12月中旬から従業員の一時帰休を実施したところもある。

55.
昨年より売上、価格、雇用の増加はあるものの、ここ数カ月横ばいが続き、生産を押し上げる材料が乏し
い状況。直接影響はないが自動車メーカーの不正による生産工場のストップで影響の出る企業も多い。

56.
人の動きが活発化しインフラ需要が高まったことに加え、部品不足の解消によりインフラ関連は更なる伸
びが期待できるも、職人の不足が懸念材料となる。

57.
前年同月と比べ売上げ・収益状況ともに▲30%となった。半導体関連の受注量はほぼゼロであり、2024年の
後半まで解消の見込みがないとの情報もある。

51.
引き続き、自動車関連向け部品製造については売上高が増加、販売価格も上昇してきている。半導体需要
が伸び悩みを見せており、製造装置関連の受注・売上が減少。

52.
受注は堅調に推移しているが、原材料高などを受けた価格転嫁が進んでいないため、賃上げ等の原紙の確
保に向けた交渉までには至っていない。人手不足と設備投資が大きな今後の課題となっている。

54.
政府の賃上げ目標と相まって、人材確保のために各社待遇面の改善が課題となっている。中小企業は人件
費の改善は業績に影響する度合いが高く、材料費等の価格転嫁が十分できていることが重要である。

62.
自動車業界は好転し、２次・３次下請企業にも波及が感じられ、コロナ流行前水準に戻りつつある。一方
で、大手自動車メーカーの生産停止の影響を受ける企業もみられ、今後の動向が懸念される。

63.
四輪車の生産は全体としては回復し残業・休出での対応となっているが、受注部品により企業毎のバラツ
キは出ている。二輪車・マリンの生産は市況の影響もあり当初の計画を下回る状況になっている。

64.
業況は、売上が前年同月比17％減。依然、低迷が続く。建設機械関連が好調なのと、主力の輸送関連事業
が前年同月比98％まで戻ってきているのが明るい話題。

58.
売上減少に伴う操業低下・人員減少・在庫減少の流れは変わらず。反面在庫削減による資金繰りは好転。
販売価格については順次見直し効果が出ている。

60.
工事関連の受注が増加している反面、技術者不足について懸念がある。また、一部の電気部品の納期が長
期化している事から、そういった中で利益確保をいかに行うか検討していきたい。

61.
売上高は上昇傾向にあるが、収益面はやや縮小傾向にある。全体の生産高は増加しているが、組合員間で
はばらつきがみられる。

59.
半導体、樹脂、鉄鋼等材料の深刻な調達難のなか、顧客において安全が見込まれ在庫調整のためロットあ
たりの数量が通常より多く発注されていたが、状況が若干改善傾向にあり発注量の減少が認められる。
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その他の製造業
＜ 福 島 県 漆器 ＞

＜ 東 京 都 スポーツ用品 ＞

＜ 福 井 県 眼鏡工業 ＞

＜ 奈 良 県 毛皮革 ＞

＜ 高 知 県 装飾品・同関連品 ＞

＜ 福 岡 県 畳等生活雑貨品 ＞

71.
12月度の取引額は前年同月比129％となり、コロナ禍前の水準に戻りつつある。

67.
店頭売上は消費税増税前まで回復したが、Ｇｏｔｏトラベル・旅行支援のあった令和２年・令和４年の売
上には及ばなかった。ネット通販は堅調であり、インバウンドは連日の来店となった。

68.
イベントなどによる需要が回復し、用品需要が喚起されてゴルフ、登山、キャンプ、釣りは引き続き伸び
フィットネスは堅調な推移。しかし、ゴルフ練習場はコロナ禍において伸びた分、大幅な縮小となった。

69.
業況に大きな変化はなく、受注量も堅調。新幹線開業の機会を捉え、本格的なブランド戦略展開に取組む
ほか、生産性向上による産地のレベルアップを進める。

70.
加工業については、自社オリジナル製品の製作を中心に行っているが、定番商品の追加発注も入ってい
る。鹿革については、より良い品質の商品製造を目指し、適正価格で販売して利益を確保したい。

72.
コロナが５類に移行され、仕事受注量は、例年より少しずつ良くなりつつあるが、諸材料の諸物価、燃然
科等の急高騰により、薄利となることを危惧している。
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《非製造業》

卸売業
＜ 群 馬 県 各種商品 ＞

＜ 石 川 県 一般機械器具 ＞

＜ 奈 良 県 青果 ＞

＜ 大 阪 府 電気機器 ＞

＜ 広 島 県 電設資材 ＞

＜ 熊 本 県 各種商品 ＞

小売業
＜ 青 森 県 食料品 ＞

＜ 山 形 県 電気機械器具 ＞

＜ 富 山 県 食肉 ＞

＜ 徳 島 県 各種商品 ＞

＜ 宮 崎 県 石油販売 ＞

＜ 鹿 児 島 県 中古自動車 ＞

商店街
＜ 千 葉 県 商店街 ＞

＜ 新 潟 県 商店街 ＞

＜ 長 野 県 商店街 ＞

77.
高圧ケーブルや低圧ケーブルの受注ストップに加え、宅内配線ケーブルまでも品不足の状態となり、今後
の竣工予定現場に影響が出ていることが業界の大きな問題。過去に例がない異常事態になっている状況。

83.
冬場の主力商品である灯油の販売が、暖冬により苦戦している。また、コロナ５類移行後の年末を迎え販
売増が期待されたが、価格高騰の影響もあり需要は回復していない。

73.
天然ゴム・合成ゴムの値上げに伴う原材料価格及びその他経費の上昇により、販売価格を改定した。自動
車生産台数は上昇しているものの、消費マインドが冷え込んでおり、売上は前年並みで推移した。

74.
住宅市場は依然として低調ながらも非住宅市場は民間需要が立ち上がってきており、商品価格の高騰も加
わり売上は前年を上回っている。収益も経費増を補い、前年を僅かながらに上回ってきた。

79.
昨年と比較し、年末商戦はイベント企画等の活況も感じられるようになってきた。おせち料理や年越しそ
ばの受注も増加し一安心ではあるが、原料在庫の品薄状況、入荷の遅れが気になっている。

80.
秋頃から多くの人が集まる合展・個展でも従来通りの試食や実演などが行われ、コロナ禍以前の催事が復
活。そのため省エネ家電製品でも高付加価値機を提案できたので収益にも繋がった。

81.
お客様の購買意欲は旺盛で、より上質な商品を求める傾向があり、高単価な状況である。価格転嫁が出来
ている会社は収益改善に繋がっているようだが、この傾向が続くかは疑問が残る。

75.
前年に比べて相場の強弱が非常に激しく入荷量が大幅に減少した。しかし、単価は前年比118～122％で
あった。今回はコロナの影響もなく、客数・売上も前年以上を確保できた。

76.
業界全般に、増収増益推移を確保。利益率は低下するも、総じて好調裡に推移している。各社総じて順調
な業績推移を確保出来ている。業界としての話題はケーブルの不足が大きな問題となっている。

78.
建設業の受注の見通しが立っており資材関連業種もこれに伴い数カ月の安定した売上が期待できそうであ
る。食品卸売の売上は先月と比較すると多くなっているが、前年と比較すると数量は減少気味である。

86.
新型コロナウイルス感染症の５類移行後初めての年末で、飲食店は忘年会等宴会が昨年より多く好調だっ
た。物販に関しては特に変わらず昼間の人出は増えていないように感じた。

87.
歳末を迎えたが商店街にはその空気感が漂っていない。かつては“歳末大売り出しセール”などのイベン
トも開催したが、店舗数の大幅減少や主な業種が飲食店となっている現状ではその開催も困難である。

82.
店舗売上は一部の業種(飲食・婦人服)で前年昨対比を上回るものの、まだ大半の店舗が伸び悩んでいるよ
うだ。組合運営も収益の落ち着く状況まではほど遠いようだ。

84.
依然として、中古車業界は消費者の買い控えにより来店が鈍り厳しさは増している。メーカーの不正問題
も発覚し、更に買い控えも出てきそうであり、今後が懸念される。年始の新春フェアに期待したい。

85.
販売額は、前月比124％、前年同月比122％と好調であった。特に飲食業は好調。開業60周年を迎え各種イ
ベントも規模並びに経費を拡大し取り組んでいる。
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＜ 福 井 県 商店街 ＞

＜ 宮 崎 県 商店街 ＞

＜ 鹿 児 島 県 商店街 ＞

サービス業
＜ 宮 城 県 湾岸旅客海運 ＞

＜ 千 葉 県 建設揚重 ＞

＜ 三 重 県 旅館 ＞

＜ 滋 賀 県 広告 ＞

＜ 高 知 県 旅行 ＞

＜ 大 分 県 旅行 ＞

建設業
＜ 岩 手 県 土木工事 ＞

＜ 福 島 県 建設 ＞

＜ 埼 玉 県 塗装工事 ＞

＜ 東 京 都 重機工事 ＞

＜ 静 岡 県 総合工事 ＞

＜ 富 山 県 鉄骨・鉄筋工事 ＞

運輸業
＜ 宮 城 県 タクシー ＞

＜ 茨 城 県 一般貨物自動車 ＞

89.
年末になり人の活動があわただしくなり各店舗それなりに忙しくしているようだった。売上は順調に伸び
ているなか、人手不足と仕入れの高騰は悩みの種で、せっかくの売上も利益を圧縮するばかりだ。

88.
12月はクリスマスのガラガラ抽選会などイベントの開催が増えたため、大型店を中心に売上が昨年同月比
10～20％程度増加。忘年会シーズンを迎えた飲食店では昨年より大きい団体が多かったように感じる。

94.
年末年始の広告・ディスプレイの需要が旺盛だったため業界各社業況は好調。公共工事における見積もり
の過当競争にも一定の歯止めがかかりつつあり、販売価格への転換も出来てきているようである。

96.
旅行客が増えているのが手に取るように分かる。ホテル・旅館の宿泊代、エアー、バスなどの値上がりで
旅行代金は高くなっているが、収益としては不変。事務処理が煩雑だった旅割が終了して安堵している。

90.
年末商戦で各店様々なイベントを行っているようであるが、客数は伸び悩んでいる。年始に向けての買い
控え、もしくは、年末年始久々に旅行に行く予定の方々も今年は多いようである。

91.
好天の日が多かったことで、売上、旅客数は前月比、前年同月比ともに増加し、資金繰りも改善してお
り、組合員の所得も増加してきた。

92.
働き方改革による、作業日数の減少や残業時間削減のためオペレーターの給料が減少。業界にとって、大
きな問題になる。現行の業務を維持していくには、20％程度の料金引上げが必要である。

95.
組合クーポン前年同月対比196％、全旅クーポン合算後の同月対比151％と売上は回復傾向。中央会補助金
を活用した組合ホームページ開設に伴う更なる取引力向上・売上改善・組合員増加を期待している。

93.
久しぶりに2019年を超える実績を上げることができた。昨年と比べると宿泊客は110％程度であったが、日
帰りのお客様（昼食、夕食、入浴のみ）が大幅に増加したことが収益の好転に貢献した。

104.
主要顧客の発送物量は横這いであるが輸送運賃の値上げがあり、その分売上高は増加した。一方、人件費
等の経費も上昇、燃料価格についても高値から更に値上がりしており、厳しい収益状況となっている。

100.
燃料価格について、燃料油価格激変緩和対策事業が終了する令和６年３月以降の動きを警戒している。仕
事量は増えているものの、維持費や新車価格などのコストが上昇し、収益に結びついていない。

102.
大手鉄骨加工業者は、図面承認の遅れ、技術者の不足、働き方改革などによって加工能力の限界がきてい
る。中小鉄骨加工業者も、工場稼働率に開きはあるものの工場に空きがある業者は少ない。

103.
アプリでの配車依頼が増えており、忘年会帰り等繁華街での利用も去年よりは増加した。帰省客の利用も
概ね好調であった。LPG価格は、ガソリン価格同様高値で推移している。

97.
出荷数量は昨年対比で54％と減少した。公共工事は新規発注物件が少ないうえ、発注された物件の規模も
小さい。令和６年度も出荷数量の見通しは薄く、非常に厳しい状況が続くものと思われる。

98.
土木工事の工事件数が少なく、構造物製作やコンクリート二次製品を使用する工事が減少している。若干
規模の大きい建築工事はあるが、地元業者の受注機会が少ない。

99.
原材料の高騰や円安等から資材等の値上がりが続いているが、概ね工事費用への転嫁が進みコロナ禍前の
水準に戻りつつある。経営規模・形態にもよるが、業況が二極分化している傾向も散見される。

101.
12月に入っても来年着工予定の見積依頼は多くあるが、資材が値上がりするたびにお客様の予算との乖離
が大きくなっている。リフォーム工事も採算的には厳しいが多く発注されている。
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＜ 新 潟 県 一般乗用旅客自動車 ＞

＜ 長 野 県 道路旅客 ＞

＜ 山 口 県 一般貨物自動車 ＞

＜ 佐 賀 県 貨物 ＞

その他の非製造業
＜ 神 奈 川 県 不動産 ＞

＜ 奈 良 県 質屋 ＞

＜ 兵 庫 県 物品賃貸 ＞

＜ 岡 山 県 信用組合 ＞

＜ 広 島 県 不動産 ＞

＜ 福 岡 県 貸金・クレジットカード等 ＞114.
コロナ禍の融資の返済が進み、融資が増えてきているという声も聞こえてき始めている。円安、金相場、
高級時計、バッグ相場の高騰、ダイヤ相場の下落など、今後の相場動向に目が離せない状況である。

108.
 繁忙期であり、荷動きは活発であった。特にクリスマス前までは、九州向けの荷物があふれている状況で
スポットの運賃も上昇した。 軽油価格については、依然として高値の状況である。

109.
資材高騰が続き新築、リフォームとも利益率に影響している。相変わらず賃貸におけるコロナ後の家賃滞
納が減らず大変管理上困っている。

110.
ジュエリー市場はインバウンドの回復により国内小売りは好調であるが、高級時計は中国不動産バブルの
崩壊により、特に香港向けのマーケットが鈍化し、国内相場も大幅な下落傾向が続いている。

105.
12月は忘年会時期であり年間で最大の需要期となっている。12月中旬以降お客様の注文が増加し、注文に
応えられないケースや街角で長時間タクシー待ちが出るなどご迷惑をおかけするケースが生じた。

106.
タクシー料金が９月25日から値上げされ、コロナ前対比で値上げ分の増加が見られた。今後の需要も徐々
に戻ってくるのではないか。需要の回復に伴い、供給側の人員確保が近々の重要な課題である。

111.
当月売上高は前期並み若しくは若干下回る予想。年末にかけての消費行動の弱さを予想されたのか全体的
に低調に終わった感がある。

112.
どの業種も収益状況は横這いで推移しており、継続的なヒアリングを行い資金繰り支援をしている。来年
度に向け販路拡大、人材支援等の本業支援を新たなツールを模索しながら拡大していきたい。

107.
荷物運送量は年末にかけて増加している。自社車両では足りず庸車を手配せざるを得ない場合もあるが、
庸車も不足している。原因は近年の乗務員不足と時期的な荷物量増加にある。

113.
不動産市場について一般向けでは、材料費の高騰や人手不足で、戸建住宅、共同住宅の建築等が減少して
いるが、マンション販売については、新築が増加し、中古は依然として販売価格が高値で推移している。
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